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あなたもぜひ！

　 出島・寺間のみなさんとこれからの出島を考える話し合いがこれまでに
４回あり、うち３回は20代・40代の若い人からの意見を聞きながら、さまざまな気づきがありました。
今まで、ぼんやりしていた癒しの島づくりへ取り組むため、若い人が感じた島の魅力がどんなことかを
発見しながら、島に住む自分たちができることは何か、少しずつ整理ができてきました。

　「好きなオリーブを植え、ナチュラルガーデンを作りたい！」
　そのような思いを持った参加者に、実際にプランターや地植え
でオリーブを育てている方からアドバイスする場面など、参加者
のみなさん同士で情報交換する場面が多く見られました。これか
ら女川でオリーブを見ることが増えるかもしれませんね！

≪オリーブについて≫　地中海・北アフリカなどで広く栽
培されるモクセイ科の常緑高木で、オリーブオイルや実の塩
漬けなどが人気。日本では、香川県小豆島などが産地として
知られ、暖かい関東以西で主に栽培されていますが、最近は“北
限産地に”と石巻市でも栽培が始まっています。

阿部造園さん
「まず、土を入れ替え、好みの
木や花を植えましょう。できる
範囲から始めることが、無理な
く続けるために大切です」

“自分たちの島”から“みんなの島”へ

女川でオリーブは育つの!?�（１月21日開催 22名参加）
【緑のまち活企画　第１回】緑のまちカフェ
“緑・花のあるくらしについて楽しく話しましょう”

　「島で仕事しないか？」
　大学の研究で、山形県の飛島
を訪れて島の人と触れ合う中、
ばぁちゃんからの声掛けと、た
またま仙台にいた島の旅館出身
の方が震災を機に島へ戻って会
社を設立したことから、私も自
然と移住することになりました。
出島には、飛島にはない「養殖、
日の出・日の入の風景、植生の

豊かさ」があります。お昼にいただいたアワビツブ
もとても美味しかったです！

➡ 若者と語らい、見えてきたこと
●�島に住む人・来る人にも、癒しの島になるようにし
ていきたい。

●�山野草を守り育てる活動を進めたい。
●�出島のこれからを考える会⇒「ゴヘ !！島活」に決定。
島の活動は前進あるのみ！

※ゴヘはGo Ahead、前進の意味。

「養殖、日の出・日の入りの風景、
植生の豊かさ」が魅力！�  1月19日訪問

合同会社 
飛島コンシェルジュ
小川ひかりさん

　かつて出島の生業だった「塩
づくり」を２年前に体験。海水
を煮詰めて塩を作り、山の恵み
（山菜）の天ぷらをいただきまし
た。また、漁師さんから聴き取
りし、特別な記憶が残る浜の「呼
称地図」も作りました。
　出島には、豊かな生活場所だっ
た縄文遺跡や、祭事をしていた
らしきストーンサークルがあり

ます。地域拠点だった学校（現在は廃校）の一室など
も使えるようになるとよいですね。

ベスト３は、「塩づくり」「遺跡」
「呼称地図」！� 2月9日訪問

対話工房 
海子揮一さん

(建築家)

◆日　　時　３月16日(木) 午後1時～3時
◆場　　所　出島地区集会場

～次回予告～
小川ひかりさんと一緒に
「何がしたいか・できるか、考えよう」
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◆問合せ先　女川町まちづくり推進協議会事務局（役場復興推進課復興調整係）
　　　� ☎54-3131内線291　メールアドレス：fukko7@town.onagawa.miyagi.jp
　　　　○まち活フェイスブック　 @onagawatown 　で検索

あなたの活動をみなさんに紹介しませんか？
まち活通信やSNSを通じて、町内のまちづくりの活動を発信しています。

下記の問合せ先までご連絡をお待ちしています。

　町内主要団体の代表者により構成され、住民主体
のまちづくりについて話し合う「まちづくり推進協
議会」を今年度も公開形式で開催します。
　昨年度までの町民ワークショップ等の意見を反映
し、全貌の見えてきた海辺の観光交流エリア、清水
公園の計画についてご報告するとともに、「緑のまち
活」「メモリアル・フォト」など、まち活で展開中の
企画についても成果報告します。
◆日　　時　３月21日（火）午後６時～
◆場　　所　女川町まちなか交流館ホール
◆内　　容　①清水公園、観光交流エリアの計画について
　　　　　　②まち活事業報告や次年度の進め方について　など（予定）

　仙台市の南蒲生地区な
どで取り組まれている、
仙台平野「みんなの居久
根」プロジェクトを視察
します。お庭などの身近
な場所から、緑を取り込
む暮らしとなるよう、工夫しているプロジェクトです。
仙台市内の園芸センターも訪れます（予定）。関心のある
方、参加してみませんか♪
◆日　　時　３月18日（土）午前8時30分～午後５時
◆集合場所　女川駅前バスターミナル
◆内　　容　�「みんなの居久根プロジェクト」の概要紹

介、まち歩き、地域住民との意見交換な
ど（予定）

◆費　　用　500円　※昼食代は自己負担となります
◆定　　員　15名程度
◆申込方法　�「緑のまちカフェ」に不参加で今回参加希

望される方のみ、①名前、②電話番号を
下記問合せ先までお知らせください。

「まちづくり推進協議会 公開会議」を開催します

「緑の取り組み」視察に行きませんか？

海辺の観光交流エリア、清水公園の計画やまち活企画もご報告

視察 in 仙台平野「みんなの居久根」プロジェクト（仙台市南蒲生地区）

―――　まち活イベント情報　―――
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　仙台市宮城野区の南蒲生地区は
海を臨む仙台平野に位置し、津波
で甚大な被害を受けながらも現地
での復興を選び、ふるさとの再生
に向けて住民主体で話し合いを重
ねてきたところです。
　仙台平野の原風景であった屋敷
林「居久根」を、先人の知恵がカタ
チになったものととらえ、次世代
に継承する暮らし方や自然との関
わり方を考えています。そのほ
か、まち歩きや、土づくり、ワー
クショップ（イグネスクールなど）
も行っています。

仙台平野「みんなの居久根」
プロジェクト


